
語解せず、馬卒に所の名あるいは花の名、又は行

程を問ふに、通る事は稀なり。無言にて笑ふのみ。

まま興もありし事也。と記されています。

------------------------------------------

魚供養塚

夜叉袋集落の入り口に建っています。ここには一

里塚もありましたが今その跡はありません。

-------------------------------------------

庚申塔や石仏

夜叉袋の入り口の魚供養塚から２、３０ｍほど崎

の左手に並んでいます。ここから５０ｍほど行く

と諏訪神社が鎮座していますが、この周辺一帯は

古寺跡といわれています

--------------------------------------------

〔参考資料：歴史の道調査報告Ⅵ「北部羽州街道」

秋田県教育委員会〕

“菅江真澄も歩いた歴史の道「羽州街道」”から

NTT東日本秋田支社

や ち

八郎潟町 谷地
や ち

1.谷地

「ヤチ」は低湿地を意味する地名用語で、アイヌ

語の「ヤチ」すなわち湿地が起源。東京近辺では、

草茂りのある所を「ヤ｣という。佐渡でも水多き

低地をヤチ(谷地)またはフケと呼ぶ。

(1987年三浦鉄郎著 新編･秋田の地名)

2.谷地

久保・野田・谷地中。これらは湿地・低地の意味。

（五城目町史から）

*************** ワ 行 ***************

わきひら
八郎潟町 浦大町 脇平

わきひら

「ヒラ」はタイともいい｢坂、傾斜地｣のことで、

平地ではない。長崎県小長井地方では屋根の傾斜

を「ヒラ」という。平沢の「ヒラ」はアイヌ語の

｢ピラ｣で傾斜地、坂、崖の意である。

(1987年三浦鉄郎著 新編･秋田の地名)
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